
SPORTSCAPE

課題概要

STEP1：SPORTSCAPE STEP2：CASBEE を用いた環境評価 STEP3：環境性能向上を目的としたディベロップ

スポーツ空間と商業空間の複合化というテーマ
のもと、1つの架構を連立させる単純な構成に
よって施設を設計した。見え隠れによって人に
対して本能的に興味を抱かせる空間構成とし、
またできるだけ仕切りを設けない曖昧な境界と
し、通りがかりにスポーツと関わるような海外
のストリート系スポーツに見られる人々のよう
な関係が都市に内包できないか考えた。

スポーツ空間と商業空間の複合施設では、スポー
ツ空間で発生した空気質の悪い空気をどのよう
にして商業空間に影響を少なくするかなど環境
面での考慮が非常に重要である。そこで、
CASBEE を用いた環境性能評価を行い、どの分
野に課題が多く存在しているかを明確にしてか
らそれらの改善案を考えた。最終的には右図の
ように環境的改善も数値化し表すことができた。

環境性能評価を上げることを主目的とするので
はなく、環境的な配慮を絡めながら、本来のコ
ンセプトを強める改善案とし、その過程で
CASBEE 評価も向上していくという方針のもと
ディベロップを行った。環境的課題は熱負荷が
高いこと、空間の一体化による空気質の悪化、
光環境の大きく分けて 3つの課題が CASBEE 評
価をもとに挙げることができた。
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◀ガラス面セットバックによりうまれた屋外空間

ガラス面の多用による熱負荷が大きいという課題
はガラス面のセットバックによって改善された。
セットバックにより生まれた屋外テラスは植物に
あふれ直射光だけでなく反射光をも和らげ、空間
としても建物内部での垂直方向のつながりが生ま
れ様々な目的を持った人が訪れ、様々な行為が結
びつく豊かな空間が創出される。

▲3F 平面図：ガラス面のセットバック

▲セットバックダイアグラム

～都市型スポーツの再考～

設計概要、課題 FlowDesigner による風環境解析

温熱環境

Sendai Sta.
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１つの架構

店内が気になり近寄る

スポーツに惹かれ近寄る

目的の場所に真っ直ぐ向かう

通り過ぎる

▲設計コンセプト

▲曖昧な境界▲本能的に興味を抱かせる空間

S=1:10000

目的型の利用になっている現在の日本のスポーツ施

設。広い店内を目的の場所に向かって向かうメガフ

ロアの商業施設。これら２つの異なる施設はともに

人々の本能に訴えかけ興味を抱かせて近づけること

が求められ、それがより豊かな生活をうみだす。ス

ポーツ空間においては、食事をしながらスポーツを

眺めたり、買い物に来た客が近くのスポーツコート

にふと立ち寄ってスポーツをしたりスポーツに関わ

る機会を増やし、また、IT 技術が発展した現在の時

代背景における商業空間は、店に人々をひきよせ、

そこでものを購入させることが求められている。そ

のためには、興味を惹かせる商業空間というのも現

代においてはより重要になってくるのではないだろ

うか。それら２つの異なる空間を 1つの架構で構成

された建築で生みだす。

◀対象敷地

対象敷地は宮城県仙台市。

この周辺での風は南東方向であり、平均風速は

3.2m/s となっている。

商業施設、オフィスなど中高層ビルが立ち並び、多

くの人が通りがかる。隙間なく建物が立ち並んでい

るため、ビル風が強く、大きな道路が主な風の通り

道となっている。また、対象敷地は角地のため、ショー

トカットルートとして敷地内を人々が通っていくよ

うなその特性を活かした平面プランとなっている。

また、角地で数方向からの風が交差する場所でもあ

り、建築形状によって建物内部の風環境や周辺環境

の細かい風向きに影響を与えることが考えられるの

で、風環境解析により周辺に悪影響を与えないよう

な架構の大きさ、向きに定めた。

広域での解析により都市的な視点での建
物形状の検討を行い、次に狭域での解析
も行いそれを基に建築内部空間における
風環境改善提案を行っていく。
下記に初期案の解析結果を示した。これ
は 1F 部分での発生域から 30 分間の空気
の流れを表したものであるが、そこでは
①グリッド上に区切られた空間内で滞留
してしまっていること②汚れた空気がテ
ナント等に流れこんでしまっていること
③奥のほうまで風が取り込まれないこと
の 3つの課題が見られた。

汚れた空気がテナントスペースに滞留

風環境解析に基づいた平面プラン検討
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▲初期解析結果

〈解析条件〉 
高レイノルズ数型 k-εモデル
主に春、夏の南東風を想定
風速：　3.2m/s
風向：　南東　
基準高さ：50m
※仙台市管区気象台のデータを使用

▲改善後解析結果

初期案における風環境解析を行った結果を上図に示したが、断面方向での
風の通り道を考える上では吹抜空間の位置が重要である。この吹抜部分は
エスカレーターによる吹抜であるので、人をひきこむ動線計画とチムニー
による風の通り道の配置計画を総合的に考えた提案が必要である。そのた
めに、汚れた空気が滞留することを緩和するために空気の主な侵入口であ
る入口から離れた位置に配置する。それによって、入口から入った空気は
水平に奥まで進み、そして垂直方向に流れていく。頂部は吹き出し口を設
けチムニー効果による改善を行う。エスカレーターの位置が奥に移動した
ことで入口から見える光景の中に、サッカー、バスケ、テナント、通りを
歩く人など様々なものが写り込み、人々をひきこむ。

FlowDesigner による風環境広域解析

◀改善案

風の流れを考える
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▲1F 解析結果▲1F 平面図
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▲3F 解析結果▲3F 平面図

書店

EV

UP

UP

UP
DN

便所

テナント 1

テナント 2

クライミングウォール

卓球

テナント 3

▲4F 解析結果▲4F 平面図
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▲5F 解析結果▲5F 平面図

▲放光イメージ

▲改善前 ▲改善後

光環境として、初期段階ではエントランス部分の暗さが課題に挙げら
れた。そこで、２Fスラブに光ダクトを設け、架構上部から照らし出す。
光ダクトの配管は左図のように計画した。人工照明を用いず、自然光
を内部にひきこむことで、都市の人々の通り道となる部分が明るくな
り、照らしだされる架構が雰囲気をつくりだし、人々をひきこむ。
また、光環境面では、チムニーとして天井部に開けた通風口を天窓と
一体にさせることで、上の吹抜パースのように吹き抜け空間に自然光
を差し込み、心地良い商業空間、スポーツ空間となる。
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